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ご あ い さ つ

株主のみなさまには、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

平素は、当社事業に対し、格別のご支援を賜りまして誠にありがとうございます。

心から御礼申し上げます。

当中間期におけるわが国経済は、企業収益の改善を背景に設備投資の持ち直し傾向が見られたもの

の、先行き不透明感のなか個人消費は伸び悩むなど、引き続き厳しい状況下に推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループは、レジャー・サービス部門において、他所との差別化を図

るために、富士急ハイランドに回転浮遊型の新アトラクション「トンデミーナ」をオープンさせると

ともに、世界最長のホラーハウス「超・戦慄迷宮」のバージョンアップや「ゆらゆら海のハムＳｈｉ

ｐ」を導入したほか、富士山南麓の遊園地「ぐりんぱ」では「シルバニアファミリー」の夢あふれる

テーマパーク「シルバニアビレッジ」をオープンさせるなど、独自性の高い施設・商品の導入を図り、

増収に努めました。

また、運輸部門では貸切バスにおいて、5月に効率的なセールス活動と受注業務の合理化を図るため、

バスセールスセンターを設け「富士急」ブランドによるトータルセールスの強化に努めるなど、積極

的な営業活動と経営の効率化に努めた結果、当中間期の連結売上高は223億95百万円（前年同期比

3％増）、経常利益は24億37百万円（同11％増）、中間純利益は11億24百万円（同6％増）となり

ました。

下期におきましても、当社グループを取り巻く事業環境は引き続き厳しい状況が続くものと思われ

ます。

このような状況の中、当社グループは乗合バス事業において、10月から東京都港区のコミュニティ

バス（愛称「ちぃばす」）に新規参入するなど、事業領域の拡大を積極的に図っていくと同時に、既存

事業の見直しを行い、経営資源の再配分により効率的な事業展開を行って参ります。

また、レジャー・サービス部門においては、オリジナリティー溢れたイベントを実施し、誘客を図

るなど、引き続き差別化戦略を徹底し、業績の向上に努めて参ります。

今後とも当社および富士急グループは、アメニティ（夢・喜び・快適・やすらぎ・感動）ビジネス

を戦略事業領域とし、この強化・拡充を図る一方、「クリエイティブ＆ディファレント（差別化戦略）」

を徹底し、グループ全体の収益力を強化し企業価値の極大化を目指すとともに、引き続き株主重視の

経営と業績の向上に努めて参ります。

株主のみなさまには、なお一層のご支援、ご指導を賜りますよう心からお願い申し上げます。

平成16年11月

代表取締役社長
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事 業 別 概 況（連結）

運 輸 部 門

主力のバス事業のうち乗合バス営業におきましては、引き続き利用客の減少傾向が見られるなかで、継続し
て不採算路線の統廃合と効率的な運行に取り組むとともに、契約輸送の確保とラッピングバスの販売を推進い
たしました。また、多くの観光客にご利用頂いている「河口湖周遊レトロバス」に加え、4月から「西湖・青
木ヶ原線周遊レトロバス」の運行を開始するとともに、夏期には、富士山シャトル便の増強と各種の催事に応
じた臨時バスの運行を行い、増収に努めました。
なお、10月からグループ会社において東京都港区でコミュニティバスの運行を開始し、東京都区内で初め

て乗合バス事業に参入しました。このバスは、「ちぃばす」の愛称で「六本
木ヒルズ」とJR田町駅・地下鉄赤坂見附駅との間を運行しており、新たな
地域交通サービスを提供するものと期待されております。

高速バス営業は、一昨年に開設した東名
高速バス「東京駅～河口湖線」、昨年開設
した成田空港直行バス「静岡東部～成田空
港線」などのセールスの強化を図るととも
に、中央高速バスの効率的な運用に取り組みました。
貸切バス営業におきましては、効率的なセールス活動と受注業務

の合理化を図るため、東京、山梨、静岡の各拠点にバスセールスセ
ンターを設け、5月から運用を開始いたしました。また、昨年に引
き続きグループ全体で市場状況に応じて車両数の見直しを行うほか、
効率的な車両運用と「富士急」ブランドによるトータルセールスの
強化等に努めました。
この結果、売上高は84億55百万円（前年同期比3％減）、営業利

益は8億8百万円（同微増）となりました。 西湖・青木ヶ原線周遊レトロバス

フジサン特急
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不 動 産 部 門

別荘販売が中心の不動産販売部門では、首都圏の富裕層をターゲットに積極的な販売活動を展開するととも
に、ハウスメーカーとタイアップした現地見学会等を開催し、需要の掘り起こしに努めました。
また、賃貸部門では引き続きテナントリーシングを積極的に展開し、安定収入の確保に努めました。
この結果、売上高は14億76百万円（前年同期比11％増）、営業利益は3億19百万円（同2％減）となりま

した。

十里木高原別荘地山中湖畔別荘地
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13％ 
そ の 他 部 門

製造販売業において、主にバス車輌の車載機器の製造を行っている子会社が、バス会社での車輌の更新が昨
年に比し大幅に減少した影響を受け減収となりました。建設業のうち土木業は順調に推移し、百貨店業も概ね
事業の再構築計画どおり推移しております。
この結果、売上高は29億30百万円（前年同期比4％減）、営業利益は65百万円（同52％減）となりました。
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レジャー・サービス部門

遊園地部門では、富士急ハイランドにおいて、新アトラクション「トンデミーナ」をオープンするとともに、
ギネスブックに認定された世界一のホラーハウス「超・戦慄迷宮」のバージョンアップを行い好評を博しまし
た。また、昨年オープンした「ハムハムどきどき！おうこく」に「ゆらゆら海のハムShip」を加え、ファミリ
ー層の集客に努めるほか、時宜に応じたイベントをきめ細かく実施し、増収に努めました。
富士南麓のフジヤマリゾートの遊園地「ぐりんぱ」（旧称「日本ランドHOWゆうえんち」）は、「シルバニア

ビレッジ」建設とリニューアルのため5月から休園しておりましたが、7月に「シルバニアファミリー」の夢あ
ふれるテーマパークとして装いも新たにオープンし、順調にスタートしました。
ホテル部門では、ホテルハイランドリゾートにおいて、隣接するフジヤマミュージ

アムのアトリウムを利用した新たな挙式スタイル「フジヤマミュージアムウェディン
グ」を提案し増収に努めるとともに、8月に宴会場
を全面的に改装いたしました。また、ホテルマウン
ト富士では「自然体験型ホテル」を目指し「ネイチ
ャーツアー」を開催いたしました。なお、昨年12
月にオープンした新感覚の温泉ホテル「熱海シーサイド・ス
パ＆リゾート」は引き続き順調に推移しました。
その他のレジャー部門では、山梨県富士吉田市と西湖でオ

ートキャンプ場やコテージを経営する「株式会社ピカ」を6
月に譲り受け、快適なアウトドアライフを提供する新たなア
メニティビジネスが当社グループに加わり成果を収めました。
この結果、売上高は105億56百万円（前年同期比7％増）、
営業利益は17億18百万円（同19％増）となりました。

富士急ハイランド
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事 業 別 概 況（連結）

富士急百貨店（沼津店）
「きかんしゃトーマスのミネラルウォーター」
狡2004 Gullane (Thomas) Limited

ホテルハイランドリゾート
「バンケットホール富士」
リニューアル
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中間連結財務諸表

中間連結貸借対照表（要旨） 単位：百万円

前連結会計年度
（平成16年3月31日現在）

前中間連結会計期間末
（平成15年9月30日現在）

当中間連結会計期間末
（平成16年9月30日現在）

科　　　　　目

（資　産　の　部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

た な 卸 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

そ の 他

資 産 合 計

26,881

9,552

1,914

14,248

1,166

58,123

49,450

26,808

7,990

12,739

375

1,536

2,916

5,756

3,184

2,572

85,005

32,509

14,584

2,338

14,226

1,360

59,659

50,855

27,628

8,393

13,249

68

1,517

3,255

5,548

2,732

2,815

92,169

33,387

16,188

2,162

13,871

1,165

57,907

49,319

26,906

7,892

12,740

374

1,405

2,977

5,611

3,002

2,608

91,294

中間連結損益計算書（要旨）

営 業 収 益

営 業 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税金等調整前中間（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益

中 間 （ 当 期 ） 純 利 益

22,395

19,486

2,908

219

690

2,437

10

424

2,023

801

79

18

1,124

21,819

19,103

2,716

183

708

2,191

188

333

2,046

935

22

28

1,059

43,037

39,335

3,702

383

1,397

2,687

1,162

2,101

1,748

921

139

△ 170

858

中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

前連結会計年度
平成15年4月 1 日から（平成16年3月31日まで）

前中間連結会計期間
平成15年4月 1 日から（平成15年9月30日まで）

当中間連結会計期間
平成16年4月 1 日から（平成16年9月30日まで）科　　　　　目

前連結会計年度
平成15年4月 1 日から（平成16年3月31日まで）

前中間連結会計期間
平成15年4月 1 日から（平成15年9月30日まで）

当中間連結会計期間
平成16年4月 1 日から（平成16年9月30日まで）科　　　　　目

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前中間（当期）純利益
減 価 償 却 費
その他損益等調整額
資産・負債の増減額
小 計
利 息 の 支 払 額 等

投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産の取得による支出
そ の 他

財務活動によるキャッシュ・フロー
社債・借入金の増減額
そ の 他

現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物の期首残高
子会社合併に伴う期首残高修正額
現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高

3,500
2,023
1,763
759
175

4,721
△ 1,220
△ 180
△ 1,510

1,330
△ 8,708
△ 8,035
△ 672
△ 5,387
14,762
―

9,375

3,499
2,046
1,768
672
77

4,565
△ 1,065
△ 1,179
△ 1,407

228
△ 305

225
△ 530

2,014
11,142
△ 2
13,154

5,527
1,748
3,586
2,027
143

7,506
△ 1,979
△ 2,798
△ 3,508

710
894

1,844
△ 949

3,622
11,142
△ 2
14,762

前連結会計年度
（平成16年3月31日現在）

前中間連結会計期間末
（平成15年9月30日現在）

当中間連結会計期間末
（平成16年9月30日現在）

科　　　　　目

（負　債　の　部）
流 動 負 債
支払手形及び買掛金
短 期 借 入 金
一 年 以 内 償 還 社 債
賞 与 引 当 金
そ の 他
固 定 負 債
長 期 借 入 金
退 職 給 付 引 当 金
そ の 他

負 債 合 計

（少数株主持分）
少 数 株 主 持 分

（資　本　の　部）
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
その他有価証券評価差額金
自 己 株 式

資 本 合 計

負債、少数株主持分及び資本合計

24,357
2,036
16,723
―
560

5,035
48,203
42,064
1,377
4,762

72,561

252

9,126
3,323
1,567
315

△ 2,141

12,191

85,005

33,153
2,114
20,008
5,000
627

5,403
46,338
40,195
1,325
4,816

79,491

241

9,126
3,398
1,195
197

△ 1,482

12,436

92,169

30,711
2,522
19,307
5,000
574

3,306
48,610
42,515
1,328
4,765

79,321

251

9,126
3,323
994
260

△ 1,983

11,722

91,294

単位：百万円単位：百万円
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中間単独財務諸表

中間単独貸借対照表（要旨） 単位：百万円

第103期
（平成16年3月31日現在）

第103期中間期
（平成15年9月30日現在）

第104期中間期
（平成16年9月30日現在）

科　　　　　目

（資　産　の　部）
流 動 資 産
現 金 ・ 預 金
未 収 運 賃
未 収 金
た な 卸 資 産
そ の 他 の 流 動 資 産
貸 倒 引 当 金
固 定 資 産
鉄 道 事 業 固 定 資 産
自動車事業固定資産
観 光 事 業 固 定 資 産
土地建物事業固定資産
各事業関連固定資産
そ の 他 の 固 定 資 産
建 設 仮 勘 定
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
長 期 貸 付 金
そ の 他 の 投 資 等
貸 倒 引 当 金

資 産 合 計

21,493
6,255
865
492

12,819
1,061

△ 0
53,715
2,587
3,077
25,661
9,491
2,352
441
369

9,734
3,534
4,832
1,397

△ 30

75,208

26,927
11,239
950
533

12,990
1,216

△ 1
54,343
2,598
3,163
26,166
9,775
2,320
453
65

9,800
3,272
5,082
1,472

△ 28

81,271

28,113
13,025
719
489

12,760
1,119

△ 0
53,475
2,658
3,093
25,219
9,669
2,333
447
370

9,683
3,412
4,865
1,437

△ 30

81,589

中間単独損益計算書（要旨）

経 常 損 益 の 部
（営業損益の部）
鉄 道 事 業
営 業 収 益
営 業 費
営 業 利 益

自 動 車 事 業
営 業 収 益
営 業 費
営 業 利 益

観 光 事 業
営 業 収 益
営 業 費
営 業 利 益

土 地 建 物 事 業
営 業 収 益
営 業 費
営 業 利 益

全 事 業 営 業 利 益

670
559
110

1,542
1,141
401

8,961
7,584
1,377

1,173
810
363

2,253

660
574
85

1,478
1,079
398

8,736
7,407
1,328

1,004
729
275

2,088

1,208
1,166
42

2,782
2,097
685

15,547
14,065
1,482

2,110
1,597
513

2,723

第103期
平成15年4月 1 日から（平成16年3月31日まで）

第103期中間期
平成15年4月 1 日から（平成15年9月30日まで）

第104期中間期
平成16年4月 1 日から（平成16年9月30日まで）科　　　　　目

（営業外損益の部）
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 損 益 の 部
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前中間（当期）純利益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
中 間（ 当 期 ）純 利 益
前 期 繰 越 利 益
中間（当期）未処分利益

125
578

1,801

0
247

1,554
631
5

918
808

1,726

94
586

1,597

38
62

1,572
755

△ 78
895
636

1,532

154
1,170
1,707

376
738

1,345
737

△ 125
733
636

1,370

第103期
平成15年4月 1 日から（平成16年3月31日まで）

第103期中間期
平成15年4月 1 日から（平成15年9月30日まで）

第104期中間期
平成16年4月 1 日から（平成16年9月30日まで）科　　　　　目

第103期
（平成16年3月31日現在）

第103期中間期
（平成15年9月30日現在）

第104期中間期
（平成16年9月30日現在）

科　　　　　目

（負　債　の　部）
流 動 負 債
短 期 借 入 金
一 年 以 内 償 還 社 債
未 払 金
賞 与 引 当 金
そ の 他 の 流 動 負 債
固 定 負 債
長 期 借 入 金
預 り 保 証 金
負 債 合 計

（資　本　の　部）
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
株 式 等 評 価 差 額 金
自 己 株 式

資 本 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

16,222
12,128
―

1,718
96

2,279
42,832
38,989
3,842
59,054

9,126
3,398
3,906
274

△ 551

16,153

75,208

24,073
14,944
5,000
1,439
98

2,590
40,789
36,958
3,831
64,862

9,126
3,398
3,711
191

△ 18

16,409

81,271

22,792
15,145
5,000
960
93

1,593
42,879
39,065
3,813
65,672

9,126
3,398
3,549
245

△ 403

15,916

81,589

単位：百万円
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TOPICSTOPICS
ト ピ ッ ク ス

「シルバニアビレッジ」がオープン蜷
7月24日、富士山南麓の豊かな大自然に包まれて広が

るフジヤマリゾート内の遊園地・ぐりんぱに人気キャラ
クター「シルバニアファミリー」のテーマパーク「シル
バニアビレッジ」がオープン。「シルバニアビレッジ」
は、“シルバニアファミリーの世界に行ってみたい”と
願うお客様の夢を叶えてくれます。高原の爽やかな風に
包まれて、家族揃って楽しめる、夢溢れる施設です。

お問い合わせ

ぐりんぱ
TEL 055-998-1111
URL http://www.grinpa.com

富士急ハイランドに
「トンデミーナ」が日本初登場
蜷

今夏、富士急ハイランドに、回転浮遊型の新アト
ラクション「トンデミーナ」が日本初登場。真っ赤
な4本の柱に支えられて振れる、25mのアームの先
端に、円盤形の座席が付いているユニークなアトラ
クション。“振り子”のようにスイングしながら座
席がぐるぐる回転し、最高点に駆け上がる迫力は満
点です。また、今年は「超・戦慄迷宮」も病院の怪
談を新テーマにパワーアップ。さらに「ハムハム
どきどき！おうこく」では「海」をテーマにした
「ゆらゆら海のハムShip」が新登場！ヤング、ファ
ミリー層に人気です。

お問い合わせ

富士急ハイランド
TEL 0555-23-2111
URL http://www.fujikyu.co.jp/fuji-q/

富士急ハイランド「トンデミーナ」

富士急ハイランド「超・戦慄迷宮」

富士急ハイランド「ハムハムどきどき！お
うこく」内「ゆらゆら海のハムShip」
狡河井リツ子／小学館・SMDE・テレビ東京

狡2004 
EPOCH CO.,LTD.
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NEWSNEWS
ニ ュ ー ス

オートキャンプ事業に参入蜷
6月30日、三井不動産販売株式会社より株式会社ピカの株式を取得し新たにオート

キャンプ事業に参入いたしました。株式会社ピカは「アウトドアライフをもっと快適
に、もっと愉快に」というコンセプトをもとにオートキャンプ場事業を展開しており
今後当社の経営資源との相乗効果を図っていきます。

スノータウン「Yeti」
今年も絶好調

10月22日、スノータウン「Yeti」が屋外型スキ
ー場としては今年も日本一早くオープン。今年は、初
心者向けのエリアを大幅にリニューアル。お子さま向
けの「キッズシーズンパスポート」を新設するなどフ
ァミリー層にも大変好評です。

ご予約・お問い合わせ

スノータウン“Yeti”
TEL 055-998-0636
URL http://www.yeti-resort.com/

港区コミュニティバス
「ちぃばす」運行開始

10月1日、株式会社フジエクスプレスは、東京都港区で新たな地
域交通サービス、コミュニティバス「ちぃばす」の運行を開始しま
した。人気スポットである六本木ヒルズと芝浦・港南地区（JR・田
町駅）、赤坂地区（地下鉄・赤坂見附駅）を結び運賃は全区間100
円のワンコインです。車両は環境に配慮した小型のCNGバスを使用
し、4カ国語での社内放送やバスナビゲーションシステムにも対応
しておりとても利用しやすくなっています。

PICA富士吉田「ゲストハウス」

PICA富士吉田
キャンピング・パオ

お問い合わせ

PICA
TEL 0555-20-4580（予約センター）
URL http://www.outdoorpica.co.jp/
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会 社 概 況

会社概要（平成16年9月30日現在）

商 号

所 在 地

設 立

資 本 金

代 表 者

従 業 員 数

主 要 事 業

株 式 上 場

売 上 高

富士急行株式会社
FUJI KYUKO CO., LTD.

本　　社：山梨県富士吉田市新西原五丁目2番1号
東京本社：東京都渋谷区初台一丁目55番7号

大正15（1926）年9月18日

91億2,634万円

代表取締役社長　堀内光一郎

216名

鉄道事業、自動車運送事業、
土地建物の売買・貸借・媒介その他各種不動産事業、
旅館業・遊園地その他各種観光事業等

東証1部

21,649百万円（2004年3月期）
43,037百万円（2004年3月期・連結）

役　員（平成16年9月30日現在）

取締役会長
（代表取締役）

取締役社長
（代表取締役）

専務取締役

常務取締役

常務取締役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常勤監査役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

堀 　 内 　 光 　 雄

堀 　 内 　 光 一 郎

帆 足 雅 晴
澤 辺 正 恭
伊 沢 直 樹
林 　 有 厚
宇 野 郁 夫
秋 山 智 史
藤 田 　 讓
尾 崎 　 護
清 水 　 守
天 野 好 人
梶 原 　 実
小 泉 孝 範
堀 内 哲 夫
石 　 川 　 二 比 古
矢 野 　 勝
和 光 　 泰
堀 田 　 力
吉 信 一

■運輸部門
岳南鉄道（株）
富士急行観光（株）
富士急平和観光（株）
富士急山梨バス（株）
富士急横浜観光（株）
富士急シティバス（株）
富士急静岡バス（株）
（株）フジエクスプレス
富士急湘南バス（株）
富士急オートサービス（株）
（株）静岡ホールディング

富士急伊豆タクシー（株）
富士急山梨ハイヤー（株）
（株）富士急マリンリゾート
他7社

■不動産部門
（株）富士急リゾートアメニティ
他1社

■レジャー・サービス部門
（株）富士急ハイランド
（株）フジヤマ リゾート
（株）富士宮富士急ホテル
ハイランドリゾート（株）
表富士観光（株）
富士急安達太良観光（株）
富士観光興業（株）
表富士グリーン観光（株）
（株）ピカ
富士急トラベル（株）
他2社

■その他部門
（株）富士急百貨店
富士急建設（株）
（株）富士急情報システム
富士ミネラルウォーター（株）
（株）ネプチューン
他3社

連結子会社の状況（平成16年9月30日現在）
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株 式 情 報

株式の状況（平成16年9月30日現在）

発行する株式の総数 …………………… 331,695,000株

発行済株式総数 ………………………… 109,769,477株

株主数………………………………………………… 5,686名

所有者別状況（平成16年9月30日現在）

個人・その他 

0.37％ 

0.42％ 

金融機関 

証券会社 

その他国内法人 

外国法人等 

5,451名 

53名 

23名 

138名 

21名 

個人・その他 

金融機関 

証券会社 

その他国内法人 

外国法人等 

18,427,952株 

48,295,665株 

463,633株 

42,090,934株 

491,293株 

0.93％ 

95.87％ 

16.78％ 

38.34％ 

44.01％ 

0.45％ 
0.40％ 2.43％ 

株価の推移

440

420

400

380

360

株価（円） 

410
389

414
390

407
390

403
391

428
400

418
393

397
380

404
388

394
382

398
383

409
391

405

H15/11 12 H16/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

391
高値 
安値 

大株主（平成16年9月30日現在）

財 団 法 人 堀 内 浩 庵 会

株 式 会 社 エ フ ・ ジ ェ イ

富 国 生 命 保 険 相 互 会 社

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社

朝 日 生 命 保 険 相 互 会 社

株 式 会 社 東 京 ド ー ム

みずほ信託退職給付信託スルガ銀行口
再信託受託者資産管理サービス信託

日 野 自 動 車 株 式 会 社

株 式 会 社 山 梨 中 央 銀 行

共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社

株主名

12,912

12,708

10,802

10,792

7,650

3,052

2,555

2,006

1,973

1,826

持株数（千株）

11.76

11.58

9.84

9.83

6.97

2.78

2.33

1.83

1.80

1.66

持株比率（％）

単元未満株式の買取および買増制度のご案内

・単元未満株式の買取制度
株主様がお持ちになっている単元未満株式を、当社
が市場価格にて買取らせて頂く制度です。
・単元未満株式の買増制度
株主様がお持ちになっている単元未満株式と合わせ
て1単元（1,000株）となるような株式を、当社が
市場価格にて株主様に売却する制度です。

単元未満株式の買取および買増しのお手続きは当社
の名義書換代理人である三菱信託銀行株式会社の本
店および全国各支店にて受付けております。また株
券保管振替制度をご利用の株主様は、株券を預託さ
れた証券会社へお申し出ください。

〈単元未満株式の買取および買増制度に関するお問い合わせ先〉

〒171-8508 東京都豊島区西池袋一丁目7番7号
三菱信託銀行株式会社　証券代行部

フリーダイヤル　0120-707-696
0120-86-4490（24時間自動音声応答）

株主数 株式数
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株主優待のご案内

電車・バス全線乗車券

電車・バス全線乗車券

高速バス乗車券

電車・バス全線乗車券

高速バス乗車券

電車・バス全線乗車券

高速バス乗車券

電車・バス全線優待パス（表示された持参人1名）

高速バス乗車券

1,000株以上

3,000株以上

5,000株以上

10,000株以上

20,000株以上

35,000株以上

2枚

3枚

5枚

1枚

10枚

2枚

15枚

4枚

1枚

4枚

※高速バスは中央高速バス富士五湖線、甲府線および東名高速バ
ス東京駅～河口湖線の当社便に限り、ご利用できます。

株主メモ

決 算 期

定時株主総会

名義書換代理人

同事務取扱場所

同 取 次 所

公 告 の 掲 載

3月31日

6月

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱信託銀行株式会社 証券代行部

〒171-8508
東京都豊島区西池袋一丁目7番7号
三菱信託銀行株式会社　証券代行部
Tel.0120-707-696（フリーダイヤル）

三菱信託銀行株式会社　全国各支店

東京都において発行する日本経済新聞に掲載

決算公告については、当社ホームページ上に貸
借対照表および損益計算書を掲載しております。

ホームページアドレス（http://www.fujikyu.co.jp/kessan/index.html）

電 話 問 合 せ
郵便物送付先（ ）

ご所有株式数 乗車券の種類 枚数（半期）

◆優待乗車券

富士急行株式会社　総務部
Tel：0555-22-7112 E-mail：somubu@fujikyu.co.jp

本　　社　山梨県富士吉田市新西原五丁目2番1号
東京本社　東京都渋谷区初台一丁目55番7号

http://www.fujikyu.co.jp/

ホテルハイランドリゾート

ホテルマウント富士

あだたら高原富士急ホテル

富士宮富士急ホテル

甲府イーストサイドホテル

富士急グループホテル　飲食割引券

富士急グループホテル　プール割引券

富士ゴルフコース

ゴルフパークBandi（バンディ）

大富士ゴルフ場

富士急トラベル

富士急オートサービス

富士ミネラルウォーター

富士急ハイランドボウリング場

1枚につき1室　室料20％又は

自社企画宿泊商品の10％割引

3ホテル共通

1枚につき1室

室料20％又は自社企画宿泊商品の10％割引

レストラン・バー、食事付き入浴　10％割引（1枚4名まで）

ハイランドリゾート・マウント富士　20％割引（1枚4名まで）

パック料金から2,000円割引（1枚につき4名まで）

パック料金から2,000円割引（1枚につき4名まで）

パック料金から2,000円割引（1枚につき4名まで）

パッケージ旅行料金の5％割引（1枚につき4名まで）

車検・点検・整備　工賃10％割引

1枚につき20％割引（1ケース以上）

1枚につき4名　1ゲーム350円

1,000株

以上共通

2枚

2枚

2枚

5枚

2枚

1枚

1枚

1枚

2枚

1枚

1枚

2枚

ご所有株式数 ご優待の内容 枚数（半期）

◆施設割引券

遊園地フリーパス（富士急ハイランド・ぐりんぱ）

スキー場1日券（スノータウン「Yeti」・あだたら高原スキー場）引換券

富士急ハイランド入園（1枚につき1名入園、5枚につきフリーパス1枚と引換）
ぐりんぱ入園（1枚につき1名入園、5枚につきワンデークーポン1枚と引換）
スノータウン「Yeti」（5枚につき1日券1枚と引換）
あだたら高原スキー場（5枚につき1日リフト券又はゴンドラ往復券1枚と引換）
初島バケーションランド入園（1枚につき1名入園）
天上山公園カチカチ山ロープウェイ（1枚につき1名乗車（往復））
河口湖遊覧船（1枚につき1名乗船）
山中湖遊覧船（1枚につき1名乗船）
本栖湖遊覧船（1枚につき1名乗船）
初島航路（1枚につき1名乗船（片道））
フジヤマミュージアム入館（1枚につき1名入館）

1,000株以上

3,000株以上

5,000株以上

10,000株以上

1,000株以上

5,000株以上

10,000株以上

1枚

2枚

3枚

4枚

5枚

10枚

15枚

ご所有株式数 ご優待の内容 枚数（半期）

◆観光施設優待券

● 株主優待についてのお問い合わせ ●

Information

【バス・鉄道】

●バス…………………………（0555）22-7100

●高速バス予約センター………（0555）72-5111

●鉄道…………………………（0555）22-7106

【遊園地】

●富士急ハイランド…………（0555）23-2111

●ぐりんぱ……………………（055）998-1111

●スノータウン「Yeti」 ……（055）998-0636

●あだたら高原スキー場……（0243）24-2141

●初島バケーションランド…（0557）67-2151

【ホテル】

●ホテルハイランドリゾート………（0555）22-1000

●ホテルマウント富士………（0555）62-2111

●富士宮富士急ホテル………（0544）23-6666

●甲府イーストサイドホテル………（055）227-2211

●熱海シーサイド・スパ＆リゾート………（0557）82-8111

【ゴルフ場】

●富士ゴルフコース…………（0555）62-1227

●ゴルフパークBandi ………（055）998-1122

●大富士ゴルフ場……………（0545）21-4111


